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め
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い
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不
明
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点
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望
等
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ま
し
た
ら
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気
軽
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＊
水
前
寺
公
園
は
入
園
料
４
０
０
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要
で
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＊
自
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で
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自
作
作
品
以
外
の
５
首
を
選
歌
し
、
５
月
５
日
ま
で
に
投
函

下
さ
い
。
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
は
携
帯
電
話
番
号
を
ご

記
入
下
さ
い
（
任
意
） 

シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
を
希
望
さ
れ
な
か
っ
た
方
で
、
ご
夫
婦
や
ご
家
族
で
一
室
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。（
選

歌
葉
書
の
余
白
に
ご
記
入
下
さ
い
） 

会
場
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ラ
ン
チ
７
０
０
円
（
税
込
）
が
あ
り
ま
す
。 
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要
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お
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会
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
方
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 市電  １７０円均一料金  

•  熊本市電「市立体育館前」電停から徒歩 10 分  

＊中心部から乗られる場合は「健軍」行きに乗車） 

第 53九州・山口近県集会 in 熊本 

★当日の緊急連絡先 
事務局 
大畑 携帯電話 ０９０（２５８３）１４７２ 

田川  〃  ０９０（１９２２）９６６６ 
ホテル熊本テルサ 電話 ０９６（３８７）７７７７ 

緊急時の連絡のため、切り取って携行して下さい 

 自動車  
•  熊本 IC から車で 15 分（福岡方面から） 
•  益城熊本空港 IC から車で 15 分（鹿児島方面から） 

 バス 
•  熊本都市バスでは「熊本テルサ前」バス停がご利用い

ただけます（中心部から 15 分） 

＊中心街から乗られる場合、「日赤病院・長嶺団地」 
行きにご乗車ください 

•  空港リムジンバス「熊本県庁前」バス停から徒歩 5 分  
•  高速バス・各種バス「熊本県庁前」バス停から徒歩 5

分  
•  ※県庁バス停からは、県庁の敷地内を通り抜けられ

ます。 

Ｂコース 上江津湖 
1 日約 40 万トンの湧水が湧き出る全国で
も有数の湿地で、熊本市民の憩いの場とも
なっています。俳人の中村汀女氏や歌人の
安永蕗子氏がこの湖をテーマにした多くの作
品を残しています。 

Ａコース 水前寺成趣園 
桃山式の回遊庭園。寛永九年（1632 年）、肥後細川初代藩主・細川忠利
公が御茶屋を置いたところで、その後、三代目藩主網利公）のときに庭園が完成
し、中国・東晋時代の詩人陶淵明の詩「帰去来の辞」に因み、成趣園と名づけら
れました。東海道五十三次を模したといわれる庭園には、湖に見立てた池が配さ
れ、ゆるやかな起伏の築山とともに、庭園美を楽しめます。 
＊入園料４００円 


